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造への写像条件等々を導入し、第 2 章以下に展開する分析の理論的枠組みを概観している。 













 第４章では、Sato and Dobashi (2016)が提案した that 痕跡効果に関する音韻分析を拡張し、動詞句省
略と前置詞残留に対して新たな分析を提案している。本論の分析によると、機能語は単独で音韻句を
形成できず、ある音韻句から内容語を取り除いて機能語のみを残留させる省略や移動は、音韻的理由
から排除される。しかし、この種の不適切な音韻構造が音韻部門における手続きを経て修正される場
合は、それらの操作は容認可能となる。この分析の下、統語的説明が困難とされてきた動詞句省略と
前置詞残留に関する事実に焦点を当て、これらの現象に対して統一的説明を与えている。 
以上のように、本研究は、極小主義プログラムの枠組みの下、統語部門から音韻部門への派生に関
して新たな分析を提案しており、英語をはじめとする個別言語の記述的・実証的研究および言語理論
研究の進展に寄与している。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
